






















治療効果の判定と予後因子の解析は重要な問題であり,いろいろの検討が試みられている

が,各症例のもつ特性のちがいや計画時のデザインの不均一性のため,簡潔な結論をうるに

は至っていないのが現状である。 

この報告は東京小児白血病研究班の会員の取り扱った小児白血病患者の病状経過資料を用

いて,予後に関与する要因解明とそのために必要な方法論の検討を目的とした研究の第一

報である。 


